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町名変更の決定を継続審査
町田市は住居表示を改め、「丁目と番地」を

設定する作業を進めています。実際には他の

都市や区部では、その作業がほとんど済んで

おり、町田市が他都市に追いついていくと言

うのが現状です。

今回、町田市の国道 号と 号が交わる

地点を含む「鶴間」と呼ばれてきた地区を中

心にして、町田市は町丁名を改める取り組み

を行ってきました。「小川」と呼ばれる地区で

は異論が聞かれませんでしたが、この「鶴間」

では、大きな問題が発生しました。「鶴間」を

南部の「鶴間」と北部の「南町田」に分割し

た町丁名を定めようと会議を重ねてきまし

た。ところが、この手続きに対して、法律の

定めに基づく反対の住民意見が正式に提出さ

れ、行政案と比較して検討する会議が開かれ

ました。私が所属する建設常任委員会は、町

田市で初めて関係者から意見を求める公聴会

を開きました。関係住民が意見を述べ合い、

相互の意見を聞き、公述人に不明点などを尋

ね、その後、行政職員に改めて質疑を行いま

した。

多数意見は行政の考え、進め方を是としま

したが、私はこの間の経緯を含めて、行政が

住民意見を十分に聞き取った地名の決定とは

言えない。しかも、南町田駅の北側に「南町

田」が配置されるのには、かなりの無理があ

り、不合理な側面を否定できないと成瀬駅の

北側に「南成瀬」」がある例で説明しました。

地元の懇談会で協議されたわけですが、そ

の浸透度合いが十分でないと言う意見があり

ました。そこで、行政のが地元への説明を果

たさせるために、建設常任委員会の会議を継

続し、委員会の決定を先送りしました。

子育て環境の社会変化
超党派地方議員の清渓セミナーと言う講座

で、「『失われた 年』で激変した雇用と子育

て環境」（講師：小林 美樹氏：労働経済ジャ

ーナリスト）の講演を聴きました。

前号で取り上げたテーマは保育問題で、保

育所が不足すると言う問題より、保育士が不

足する現状について記事にしました。新聞や

報道などと違った現実が発生していること

が保育所を回って分かったことでした。

今回の小林氏の講演では、働く人の取材を

通じて、現代の労働、雇用、子育ての現況、

課題を鋭くとらえていました。その講演では、

働く女性にとって、妊娠したら「すみません」

ではなく、職場で「おめでとう」と言われる

社会を！と提起されました。

保育の分野では、保育士の労働環境に関す

る説明があり、「連合」の調査報告をもとに、

保育士に流産が多い傾向を読み取っておられ

ました。労働環境の過酷さを示しており、保

育士の処遇改善が必須であり、そのことで保

育士を補えるものでないかと推測されていま

した。保育士の処遇改選を行えば、潜在保育

士の多くが現場に戻るのではないか？と続け

て言われています。

★無所属で活動・市議会は保守連合 吉田つとむ発見動画チャンネル
URL http://j-expert.jp/ ユーチューブ http://jp.youtube.com/yoshidaben
編集 〒194-0011 町田市成瀬が丘 1-14-12サンホワイトＥ103-13吉田つとむ（市議会議員） 
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研修レポート⑧ 稲葉千岬
今回のインターンシップではヒアリングに

同行させて頂きました。ヒアリングとは面接

調査で、相手の話を聞くことを中心に情報収

集する方法のことを言います。本会議をスム

ーズに行うために町田市役所職員の方からの

ヒアリングを受けました。町田市役所職員の

方は議員がどのような質疑をするか知るため

に、議員が提出したテーマについて質問をし

ます。今回吉田議員は、⑴町田市の鉄道交通

の進展状況⑵地区街づくりプランの進め方に

ついて⑶年齢区分の考え方と施策について、

ということをあげました。その項目について、

それぞれの部署の方々がヒアリングを行いに

訪ねて来ました。例をあげると、企画政策課

や交通課の職員の方と⑴の表題についてリニ

アモーターカーやモノレールについての質疑

応答を実施しました。 
テレビで国会の会議の様子を見て、「なぜ

こんな専門的な質問を、すらすらと答えるこ

とができるのだろうか」と思っていたのです

が、このような仕組みだったのかとスッキリ

しました。きたる質問に備えて準備すること

は、私たちの日常生活にも言えることで、早

い段階で準備を行うことで物事をスムーズに

進めることができるのだと感じました。 

 

研修レポート⑥ 石井優希
建設常任委員会を傍聴しました。私は、行

政側からの報告等を簡単に納得しながら聞い

ていましたが、吉田つとむ議員を始めとした

議員の方々は、報告に少しでも不透明な箇所

があれば「その詳細は、時期は。」と質問を多

数投げかけており、その積極的な姿勢に感服

しました。

都市づくり部から、町区域の新設及び変更

についての議案が提出されました。その中で、

吉田議員が「町名変更は慎重にすべき」と仰

っていましたが、確かに私もそのように思い

ました。区画整理が実施され、住所表記が変

わるのは市民にとって大きな変化といえるで

しょう。

全体として、内容はかなり高度なもので、

私は大まかな流れを追うことしかできません

でした。議員の方々は連日の長丁場の中、真

摯な姿勢でそれぞれの議案や報告に向き合っ

ており、町田市の市政運営は議員の方々の尽

力によって成り立っていることを改めて実感

しました。〈表面の会議について、関連する会

議を以前に傍聴した際の記事です〉

★吉田つとむの連絡先
◇ どうぞ、町田市政や議会に関するご要望や、ご意見をお気軽にお寄せ下さい。

： モバイルのみ接続

昭和女子大学 年生 石井 優希（第 期）

昭和女子大学 3年生 稲葉 千岬(第 36期) 


